
1章：式と証明・高次方程式 2：高次方程式

判別式

45 2次方程式 4x2 + kx+ 3 = 0が実数解をもつような定数 kの値の範囲

を求めよ。 （福井工業大）

46 xの方程式 4x2 − 2x+ 4 = a(2x− 1)が虚数解をもつのは，定数 aが

< a < の範囲の値をとるときである。 （東京薬科大）

判別式

45 ， 46 2次方程式 ax2 + bx+ c = 0 (a \= 0)の解は

x =
−b±

√
b2 − 4ac
2a

ですが，このとき現れる b2 − 4acを判別式（Discriminant）といい，Dとかきます。
D > 0のとき，異なる 2実数解

D = 0のとき，重解

}
実数解条件は D = 0

D < 0のとき，異なる 2虚数解

です。

また，重解も実数解ですから，実数解をもつ条件はD = 0 です。
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1章：式と証明・高次方程式 2：高次方程式

判別式

45 4x2 + kx+ 3 = 0の判別式を D とすると実数解をもつ条件は

D = k2 − 4 · 4 · 3 = k2 − 48 = 0

∴ k 5 −4
√
3, k = 4

√
3

46 4x2 − 2x+ 4 = a(2x− 1) より

4x2 − 2(1 + a)x+ 4 + a = 0

この 2次方程式の判別式を D とすると，虚数解をもつ条件は D < 0より
D
4

= (1 + a)2 − 4(4 + a)

= (a2 + 2a+ 1)− 16− 4a

= a2 − 2a− 15
= (a+ 3)(a− 5) < 0

∴ −3 < a < 5
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